
遠州頌徳会公　　益
財団法人

遺伝学大賞推薦公募

▶ トップページ ▶ 事業内容  ▶ （公 6） ▶ 遺伝学大賞・奨励賞推せん公募

（1）遺伝学の健全な発展を目的として 1976 年に遺伝学振興会が設立さ
れ、過去に次の方々（敬称略）が受賞されました。

 
 年度 賞 氏名 所属 年度 賞 氏名 所属
 1976 大  賞 木原 均 木原生物学研究所 1985 奨励賞 吉田俊秀 国立遺伝学研究所
 1980 大  賞 利根川進 MIT 1986 奨励賞 杉浦昌弘 名古屋大学
 1981 奨励賞 向井輝美 九州大学 1988 奨励賞 石浜 明 国立遺伝学研究所
 1982 奨励賞 太田朋子 国立遺伝学研究所 1989 奨励賞 大澤省三 名古屋大学
 1983 奨励賞 小関治男 京都大学 1990 奨励賞 常脇恒一郎 京都大学
 1984 奨励賞 安田昭三 /他 岡山大学 1993 奨励賞 森田 隆 大阪大学
 1985 奨励賞 沼 正作 京都大学 1994 奨励賞 末岡 登 ( 米国 )

（2） 1995 年度より奨励賞を廃止し、大賞のみとなりました。

 2008 年は山中伸弥氏が候補となりましたが、特許の関係で辞退さ
れました。

（3） 2011 年度より確固とした運用を目指し、公益財団法人遠州頌徳会
遺伝学振興会として大賞（奨励賞を含む）の推薦公募を行い、下記
の方々が受賞されました。

 
 

（4） 後出の推薦要項をご参照の上、下記によりご推薦を公募します。
（イ） 用紙は B5 判に黒字で大賞・奨励賞候補者（自薦でも結構です）の住所、

氏名を記入し、次欄へ 400 字以内で推薦理由及び推薦の根拠となる発表
論文（誌名、年月日）を明記し、末欄に推薦人の住所、氏名、TEL を必ず
ご記入の上、毎年 1月末日（消印有効）までに下記へご送付ください。

（ロ） 推薦用紙はご返却できません。推薦人氏名は一切公表できませんので、ご
休心の上自由なご推薦をお願い申し上げます。

《推薦送付先》   〒432-8018 静岡県浜松市中央区蜆塚 1-11-11

    　TEL：053-453-8801

推薦要項
a. 個人、グループを問わず、現に研究活動を行い、今後も引き続き研究活動
を継続することが明白であること。（国籍不問）

b. 発表された画期的新発明・新発見で、今後の遺伝学の健全な発展に最も寄
与すると考えられるもの。

c. 科学は人類の幸福増進のためにあり､生物兵器等遺伝学の悪用には飽くま
でも反対し､公益増進に精進するもの｡

d. 本賞は学術的業績が対象であり、学術的成果のみを対象にご推薦願います。

e. すべての推薦を対象とし、遺伝学の学識経験者による選考委員の過半数獲
得者を大賞受賞者（本郷新先生制作の純金賞牌、純銀賞額、賞状、研究助
成金 5,000 万円）とし、5票以上獲得者に奨励賞（純銀賞牌、純銀賞額、賞状、
研究助成金 1,000 万円）を贈呈いたします。（自投票は無効）

f. 研究成果が特許等により不特定多数に自由に公開されない場合及び贈呈前
に死去等の理由により研究活動の継続が不可能の場合には研究助成金の贈
呈はできません。（この場合、賞額のネームプレートが純金となります。）

g. 厳正な選考のため推薦人氏名、選考委員氏名は公表できません。

h. 「科学は人類の幸福増進のためにあり、生物兵器等公益に反する遺伝学の
悪用に飽くまでも反対する。」旨の声明文に署名することが受賞者の要件
となります。

i. 大賞受賞者については浜松市において記念講演会を開催し、受賞者のご都
合がつけば別途講演会を開催いたします。（入場無料）

j. 既受賞者も候補となれます。（大賞受賞者は新テーマに限る。）

◆ 「生物の科学遺伝」

 発行元 ; （株）エヌ . ティー . エス

  〒102－0091 東京都千代田区北の丸公園２－１ 科学技術館２階
  TEL　03－5224－5430　FAX　03－5224－5407
  HP  www.nts-book.co.jp/

◆ 毎年 12 月 15 日発刊の「遺伝」1月号に遺伝学大賞・奨励賞推せん
 公募は掲載されます。

トップページ 遠州頌徳会とは 事業内容 心の相談室 皆さまにお願い申し上げます

◆ 遺伝学大賞 ・奨励賞推せん公募一日一善のおすすめ!!
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 年度 賞  氏　名  所　　　　属
 2012 奨励賞 島本　功 奈良先端科学技術大学院大学
 2013 奨励賞 遠藤　隆 京都大学大学院農学研究科
 2014 奨励賞 斎藤成也 国立遺伝学研究所
 2015 奨励賞 村田　稔 岡山大学
 2015 奨励賞 角谷徹仁 国立遺伝学研究所
 2017 奨励賞 小林武彦 東京大学定量生命科学研究所

 年度 賞  氏　名  所　　　　属
 2018 奨励賞 石野良純 九州大学大学院農学研究院
 2018 奨励賞 岩崎博史 東京工大科学技術創成
 2019 奨励賞 片山　勉 九州大学大学院薬学研究院
 2020 奨励賞 佐藤和広 岡山大学資源植物科学研究所
  2022 奨励賞 寺内 良平 京都大学農学研究科植物栽培起原学
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住所：〒432-8018 静岡県浜松市中央区蜆塚 1丁目 11-11
電話：053-453-8801
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